






















よると，昨年の第 3 四半期（7 ～ 9 月）における
出荷台数は，2012 年第 1 四半期（1 ～ 3 月）以来
6 四半期ぶりのプラス成長であった2）。家庭向け
























A Study on the Image Innovation of a Consumer View Point
- As a Background about the Personal Computer Product Development Process
of Considered Environment -
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【Abstract】
The personal-computer market has ripened now. Also in such a situation, they have to build some 
competitive advantages. Then, we paid our attention about the environmental correspondence and the 
environmental consideration in which the company is doing its best. By making this image recognize to 































































































A 社，B 社，C 社，D 社を例に概観しておくこと
にする。図表 2 を参照してほしい。A 社で企画
化された新製品は B 社で開発設計される。次に
B 社で設計された設計図をもとに C 社で部品製
造を行う。さらに，C 社で製造された部品を D
社で組立し完成となる。完成した製品は，企画を







































































































































































（2014 年 1 月参照）。
図表 5　グリーン製品評価の仕組み
















































ISO では，環境ラベルを図表 7 に示すように 3 種
類に分類している。これら 3 つの環境ラベル全般




























































































































図表 9 に示す通り，固有値が 1 以上の因子は，
3 つ抽出される結果となった。因子負荷量の結果
から，便宜的に，第 1 因子を「地球環境保全」，













を 2，「思わない」を 1 として集計し，因子分析
（因子抽出法：主因子法，バリマックス回転）に
より分析した。
図表 10 に示す通り，固有値が 1 以上の因子は
2 つ抽出された。因子負荷量の結果から，便宜的


















評価項目 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子
地球に優しい 　 0.706 0.038 － 0.009
資源の節約になる 　 0.662 0.045 　 0.006
価格が高い － 0.163 0.017 　 0.541
性能がよい 　 0.031 0.546 　 0.424
ゴミを減らせる 　 0.619 0.278 － 0.019
自然生態系の保全に役立つ 　 0.675 0.256 － 0.125
使いやすい 　 0.067 0.721 　 0.253
壊れにくい 　 0.070 0.776 － 0.157
リサイクルにつながる 　 0.667 0.205 － 0.022
省エネになる 　 0.734 0.121 　 0.031
オゾン層破壊防止に役立つ 　 0.830 0.103 － 0.196
地球温暖化防止に役立つ 　 0.845 0.107 － 0.183
有害物質を含まない・出さない 　 0.745 0.164 － 0.138
安全である 　 0.293 0.607 　 0.083
健康によい 　 0.356 0.559 　 0.098
長く使える 　 0.144 0.797 － 0.285













































評価項目 第 1 因子 第 2 因子
地球に優しい 　 0.671 　 0.095
資源の節約になる 　 0.694 　 0.114
価格が高い － 0.248 － 0.069
性能がよい 　 0.126 　 0.748
ゴミを減らせる 　 0.715 　 0.204
自然生態系の保全に役立つ 　 0.772 　 0.236
使いやすい 　 0.055 　 0.843
壊れにくい 　 0.182 　 0.825
リサイクルにつながる 　 0.793 　 0.165
省エネになる 　 0.800 　 0.268
オゾン層破壊防止に役立つ 　 0.861 　 0.190
地球温暖化防止に役立つ 　 0.868 　 0.139
有害物質を含まない・出さない 　 0.733 　 0.242
安全である 　 0.278 　 0.688
健康によい 　 0.297 　 0.635
長く使える 　 0.183 　 0.753
固有値 　 7.376 　 2.746
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